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　　eeことわり，「当i目漢字・常用字対照表」には，｝i本の効。卓・嘆●煙・綿●網●
　　　飲・舗は，中国の敷。東・歎・姻・棉・醗・醗・鋪と転意の交字だのに別扱いに
　　　なウているが，そのままに計算した。
　上の第2表によって，日本の当用漢字1850字が，教育漢字881字と別表外の
漢掌969字とから成っているのに対し，中國の常用字2000字は，一等字（尽りに
日本の教育漢字に相当するものと見なす）1010字と，二等字すなわち霞本の別
表外の漢字に当る490字と，さらに500字の補充字から成っていることを示す。
いま選ばれた漢字の数を比較対照して見るに，まず，教育漢字中の690字は，
一等字のうちにあげられていることがわかる。換雷すれば，教育漢字と一等字
の中には，共通の漢字が690字あるということである。次に残りの102字は二
等字の中に，46字は補充字の中に，それぞれ幽ているが，最後の残り43字は常
用字の中には見だすことができないQ
　以上の比較対照によっ℃日本の教育漢字881字が，中圏常用字の三段階の
うち，どの段階に置かれているかを知ることができる。すなわち690字は一等
の段階に，102字は二等に，46字は補充字中にそれぞれ配分されているが，最後
の43字に至っては，常用字中に影さえ見られないということは，この43字が日
本では，初等科用のやさしい漢字であるのに，中国では常用でなく，必要性の
低い漢字であることがわかる。ある漢字になると，企然無用のものさえもある。
ここに等しく漢字使用国であるのに，両国語の違いによって，同じ漢字であり
ながら，その使用法も異なり，時には意味さえ異にするものが生じたのである。
このことは興味のある問題で，臼中は同文同種の国だなどと簡単に片づけられ
ないことを物語るものである。次にその興味ある臼本特用文字をあげてみよう。
　〔教育漢字から〕
　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま仕俵働億効卒后霜坂夕孝寺届岩役憲昭躍株構欲泳漁犬町畑番皇祭絹綿絵聖諸予貝貯
　　　　　　ム　　賃赤返逆郡陛駅鳴
　　注．1．　「効」「綿」は常用宇（一等）1こある「敷∫楊」とを共通字としないで別扱
　　　　いにした。
　　　2．　后・豊・陛・昭などが口吻字中にないのは，当然であるが働・祭などの出
　　　　ていないのは選集の不備か？。
　次に別表外の漢字について，常用字との関係を見るに，205字は一等駅内に
あり，また211字は二等三内に，しかして189字は，一・二等を飛び越して補
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難字の中に出ているという状態である。なお残りの364字に至っては，ついに
常用字中どこにも姿を見ぜていないのである。以上の事実を総括して見ると，
前にも述べたが，当用漢字三850字申1443字までは，とにかく中国常用字の中
にも出ているが，残りの407字は全然中野の常爾字中には取り上げられていな
い，臼本特用の漢字であることがわかる。
　今度は逆に，常墨字内の漢字で，全然当用漢字に取り上げられていないのを
調べて見ると，一等字中の115字と，二等字中の177字，計292字は，当用漢
字としては選ばれていないし，また補充字の半数以上にのぼる265字が当用漢
字には顔を塾していない◎これを見ても，中国ではこれらの漢字が，常用字と
9されているのに，H本では当用字でないことがわかる。要するに爾国お互い
が，日常生活に必要と考えられる漢字に，かなりの食い違いのあることを知る
ことが，略字一致の必要と，その可能性の有無を決定する重要なカギとなるか
とも考えられる。もし日・中話し合いによって多数の略字を一致し得ると仮定
しても，それから受ける柑互の利益を半冒定する資料にもなろうかと思い，かく
は当用・常用の漢字について比較対照表を手がかりとして，その権互関係をあ
きらかにしたものである。
　　　　　　　　　当用あるいは常用として選ばれた漢字
　漢字綱限の意図から選ばれた当用漢字なり常用漢字なりは，その名のとおり
本質の用語を表記する上に最も必要であって，これぐらいの漢字は，現段階に
あって是：非とも無くては困るという考えから，厳選されたものにほかならない。
それでも実際に使用して見ると，いくらかの選びちがいが出てくることはやむ
を得ないことである。このことは現に田本の当用漢字においても28字の出し入
れが，まだ正式の決定とはならないで，目下試溺中にあることでもわかる◎当
外の名が承すように現段階における使用漢字であって，なお修正増減の余地を
存するものであろう。ある人は1850字口少な過ぎる。よろしく倍加すべきであ
るといい，またある人は，半減すべきだともいっている。やがては表音文字に
変るべきもので，漢字欄限もそれに到る過渡的の処置であって，漢字は早晩廃
止されなければならないと極言する声さえも聞かれる。かくして漢字に代る文
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字はカナかPt一一一　＝r字か，あるいは新：文字か，とにかく文化の進展に伴なって1糞
字の表音化が叫ばれ，中国のPt　一’7字化にも刺激されて，国語購字の問題が議
会にもとり上げられるに到ったのである。それはさておき，国字改革の第一歩
として，・日本に当用漢字，富国に常用漢字が翻定されたことは，過渡期の処置：
としても当然のことであった。しかして選定された1850字と2000字とは日常生．
活に必要な漢字であるところがら，その大多数は一致しているだろうぐらいに，
だれしも常識的に考えられ易いが，さて比較対照して見ると，両国語のちがい・
から，H本1こはあるが三国にはない字，また申国のみにあって日本幸こはない，
日・中各一方的の漢字が相当に多いことに驚くのであるQこのことは両国略字
の問題にも関連することがらであるから，以下文字セこ触れて述べてみたい。
　1．　臼ホ側にあって中国側にない漢字
　当用漢字のうちの教育漢字の多くは，常用漢字中の一等字若しくは二等字，
まれには補充字に出ているが，意外なことは，前に述べたように，そのうち43；
字はどこにも出ていないことであった。別表外においては364字までが常用字
に含まれていないことを知ったわけであるが，ここではいちいち文字をあげて
の説明は雀略する。要するに日本では用途の広い，きわめて普通に用いられる
漢字であっても，国語を異にし，国情習慣のちがう中国では，特殊の漢宇であ
ったり，または同一の事物にも別の漢字であらわすわけで，たとえば臼本での
「犬」は中国では「狗」が普通である。「俵」は米産地の臼本では重要な文字
であるが，中国では用のない文字。数字の「億」は「万万」で衷わすなど，B．
常用漢字の完金統一は無理な注文である。
　2．　中国側にあってB本側にない漢字
　今度は逆に，中国側から見た場合，中国の常用字で，β本の二二漢字には全、
然姿を見せない漢字を，数字の上でなく，実際の文字について見てみよう。前
にも述べた通り，一等字に115字，二等字に177字，補充字に265字合計557
字の多数が日本の当用漢字に出ていない状態である。それらの漢字はどのよう
な漢字かということを，まず一等字内の115字のうちからおもなものをあげて
みよう。
　　伽占偶剣男旺1響陀穫葛騰婿狭悠薩揚槍牙猪磁穿姑蛋賎贋……（計115字），
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　上記のうちのある漢字は，日本語にはほとんど見当らないものであって，中
姻語を学んだ人でないと，どんな意昧か判断のつかないものもあろう。これら
の文豪は中国語の中では，一字として使われるものもあるが，多くは他の漢字
と結合した熟語となって用いられるものである。たとえば「侮」は「お前ゴ「あ
なた」を意味し，「椚」は単独としては用いないで，「像」と結合して「伽剛
ドあなたがた」の意味となる。「怨」は「腰」と合せて「念慶」「どんな・どの
ように」となるし，　「塵」が二葉の末尾にきた時は，疑問詞の「か」を表わす
ことになるなど，漢字は同じでも，古い漢文とは異なり，現代語では全く外国
語に等しい。漢字は中国から伝来したものであるから，漢字の拾い読みでもお
よその意味は通じるだろうぐらいに考えたら，大闘違いであろう。また上記の
漢字中i当用外の漢字ではあるが，日本で使用するところの「噛」「槍」「牙」
「猪」　「穿」　「賎」を「くちばし」　「やり」　「きば」　「いのしし」　「うがつ」
「いやしい」などとβ本流に解すると，とんでもない笑話のたねになるおそれ
＝がある。
　次いで，二等字中の177字のうち，おもなものだけをあげると
　　什｛乃侯侠債ゆμ自恰膿壕嫡馳宅拾摘掻i朶皐隣秋樵要裾ミ蕪……（計！77字）
　初歩段階の一一等字に比べて，二等字中の漢字177字は多画の文字も多く，葱
味の判断のつかないのが多いことがわかる。当然日本の当矯漢字には出ていな
いこともうなずかれる。
　更に補充字中の265字も，二三の都合上，主なものにとどめたい。
　　禰発勾勾山郷唆告彩帯職掛耕搭撹玖丸心筆乱心山嶺：……（計265字）
　この部に属するものは，さきにあげた一等字及び二等掌のものよりも，はる
かに揖本人には縁遠い爾の多い字で，日本当用漢宰とは全然おもむきを異にし
たものである。
　以上三段階にわたってあげて来た計557字の漢宇を兇ても，両国選定の日常
用心判こは，大きな開きのあることがわかる。これと前述の，当用漢字にあっ
て中国の常用字々こはない407字の漢字とを溢せ考える時，はじめて日中諏訪の
当用・常用漢字の種類や性格がつかみ得るように思われる。しかして中国の常
用字2000は識字運動に伴なう最低限度のもので，知識層一般に対する常用字は
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もっともっと多いものと推定される。その多数の常絹字のためにも，漢字簡化
の必要が起ったわけであろう。
　　　　　　　　　　　　（参考）　中国の略し方
　大体三通りに分けることができる。
1　字形の簡略化
　1．　偏だけを残したもの
　　殺（兼）郷（多）親（素）雑（勇≒）離（萬）類（炎）獣（善）競（尭）顕（墨）
　2．　勢だけを残したもの
　　捨（舎）　務（劣）　誇（奄）　像（象）　録（乗）　招（孫）
　3．　上部を残したもの
　　飛（K）気（航）産（序）　塗（徐）準（准）業（並）製（綱）広（　）築（筑〉
　　麗（薗）
　4．下部を残したもの
　　児（几）雲（云）電（砲）髪（衷）開（奔）　関（美）
　5。　中部を省いたもの
　　尋（珊寸）　虜（虜）　寧（亭）　奪（脊）　慮（慮）　奮（奮）
　6。　ある一部を残したもの
　　習（男）従（杁）豊（中）　婦（］fヨ）　濁（独）
li発音から来たもの
　i．　闘（斗）幾（几）穀（谷）　乾（子）
　2．　華（隼）　憲（究）　歴（房）達Gさ）　辺（池）
租　意味から考案したもの
　　陽㈱）　陰（匪1）　隊（臥）　衆（余）孫（謝・）
　その他古文字を復活させたものや，畏間で慣用されたものや，草書を楷書化
したものもある。（例，略）
　　　　　　　　　　　　旧体と略体との画数比較
　やや極端な例になるがラ新字体の厳は16画で旧字の20癒にくらべると4懸減、
となっている。中国の略字戸となると7画ですむ。同様に霊はIH字の24画が15
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澗で簡単になったが，中國の略字策はわずかに7藏で足りる。それにしても字
形がはじめのうちは不快な符号のように感じるが，これも慣れである。このこ
とは新字体がきめられた当時，庁や団や圧などはいくら能率的でも漢字として
不愉快に感じたが，今巳ではさほど奇怪に感じなくなったことでもわかる。9
顧の飛は点本では簡化しないが中国では3画の護を用いている。漢字の形から
いうとすわりの悪い，書きかけのように思えるが，これも慣れて見ればいかに
も意を蓑わした形のようにも思われる。
　次に中国の簡体字第一表，簾二表計515字について，一字平均の序数を調べ
た結果，旧体（7爾～32画）の平均画数16．05醐に対し略体（2爾～18画）で
は8．！4瀟となり，ほとんど半分の画数になっていることを知った。平均細数12
画とか聞くN本新字体の簡化前進が望まれる。
むすび
　すでに実施されている両国の略字について比較調査してみただけでも，略字
の統一はむずかしいように思われる。
　さらに略字の母体となる当用漢字と常用字にもとづいて比較対照して見た結
果．統一は不可能に近いことを知ったQそれは選ばれた両岡漢字中の食い違い
から来ることで，轟然なことである。したがって簡化された略字にも，それに
伴なう食い違いをきたしたわけである。それを広く統一しようとすることは無
理な麟談でもあり，また無意味なことにも思われる。
　臼本で現在必要とする略字は，あくまでも当用漢字内のものに限られている。
いま中国と協定するにしても，略字統一の範囲はおのずから決まっている。こ
の範学内の協定さえ糧当の困難が予想される。もし幸いにある程度の一致がで
きたにしても，すでに行われている略字を中途から改めるということは，非常
な混乱を招くことで，実行はおぼつかない。不幸にして，統一の押し舎いが立
ち消えに終るとしても，両国の漢字響町に伴なう　嗜字の研究とその下定実施は
一願推進されるであろう。今後．両国お互いが常に協調を図り，その長所を取
り入れたり，参考にしたりするためにも，話し合って行くことは必要なこと
で，お互いが国語li周回問題の成り行きを知り台って行くことは重要である。共
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通の略字が一字でも増して行くことはもとより望ましいことである。しかし，
そのことだけで，お互いの国語が理解されるものではない。両国文化の交流に
は是非とも外国語として，お互いの国語に通じ合うことであろう。
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